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　SimTread は，CAD ソフトである Vectorworks のプラグ














Evaluation on Emergency Drills with Pedestrian Simulation
Koji Katsuno＊ , Haruki Ose ＊＊
　Though emergency drills should be executed to conceive several conditions, it only gets executed in a single evacuation 
route. 
　In order to cover this shortcoming, this study make an evaluation on emergency drills by using a pedestrian simulation 
software, and suggest more better methods of drills. As the result of simulation of the action of drill of Yatsushiro Campus, 
conclusions are as follows.
1) The result of simulation is quite similar to practical actions of pedestrians, so that the software “SimTread” is useful for 
predicting the actions.
2) By using “SimTread”, we could ﬁnd the evacuation method at a much faster time than at present.
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表 1 避難訓練の概要 
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 結果は,歩行速度が 1.4m/s の場合の避難完了時間は 3
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図7　条件2：1分後（左），2分後，3分後（右）の避難性状

























　1階では1MI の避難者を西，1AC と1BC の避難者を東，
2階では2MI の避難者を西，2AC と2BC の避難者を東，3




























 全体の避難が完了するには 4 分 45 秒かかり，本校の避
難訓練（3 分 49 秒）より 1 分近く遅くなった．図７は避
難開始から 1 分後，2 分後，3 分後の避難性状である．避
難は 1 階の避難者，2 階の避難者，3 階の避難者の順に完
了した．1 階西側玄関付近では滞留が発生する事は無く，
2，3階の階段で発生した．1階避難者の避難が完了するの
は避難開始から 1 分 12 秒，避難開始から 55 秒後には 3
階の避難者が 2階に達するので，その頃から 2,3階の滞留
が始まった．2階の滞留が解消するのは避難開始から 2 分
10 秒後で，それまで 3 階の避難者は全く動く事ができな
かった． 
(3)条件３：より早く避難を完了する方法 
 最も短時間で避難が完了すると考えられる経路を 3 パ
ターン設定しシミュレーションを行った．条件は避難訓練
と同じで歩行速度 1.0m/s で設定し，5 回解析を行い平均
の避難完了時間を算出する． 
①条件 3-1（図８） 
 1 階の避難者を西（訓練時と同じ），2 階の避難者を東
（訓練時と同じ），3階の避難者を西（訓練時と逆）に避
難させる．この場合の避難完了時間は 3 分 10 秒で，滞留
は 3 階西階段で発生した．実際の訓練時（3 分 49 秒）お
よび訓練と同条件のシミュレーション（3 分 42 秒）より
も，30秒以上短縮された． 
②条件 3-2（図９） 
 条件 3-1とは対称に 1階の避難者を東，2階の 者を
西，3階の避難者を東へと交互に避難させる．避難完了時










 1階では 1MI の避難者を西，1ACと 1BCの避難者を東，2
階では 2MIの避難者を西，2ACと 2BCの避難者を東， 
3階では 3MI と 3ACの避難者を西， 3BC の避難者を東へと
いうように，各階３クラスを２方向に分けて避難させる．


































図１０ 条件 3-3：30秒後(左)，1分 30秒後(右)の避難性状 
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間は 3分 16秒で，滞留は 1 階東階段，2階西階段，3階東
階段で発生した．3箇所で滞留が発生した の，条件 3-1
と 6秒程度の差であった．これは，3階で 滞留発生時
間が最も長く，最後に避難が完了する が 3階 避難者と
なるためである．3階の滞留が解消する頃には 1階の滞留
が解消してい ため，1階東階段から管理棟玄関までの距
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図１０ 条件 3-3：30秒後(左)，1分 30秒後(右)の避難性状 
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8　 3-1 1分 （ ），2 （右）の避難性状
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